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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」

●第 ３ 回 定 例 議 会 Ｐ２・３
●外国人青年招致事業 Ｐ１０

ま
も
り 

つ
た
え
る

ー
菅
原
神
社
巫
女
の
舞（
11
P
）ー
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一
般
質
問

　本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
３
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
お
よ
び

教
育
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
清
水
教
昭
議
員

○
阿
武
町
の
環
境
保
全
対
策
の
取

　り
組
み
に
つ
い
て

○
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

☆
長
嶺
吉
家
議
員

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
運
行

　に
つ
い
て

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

議
会
だ
よ
り
（
６
P
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

阿
武
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン

運
行
条
例

　５
月
か
ら
試
験
運
行
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
に
つ
い

て
、
10
月
か
ら
本
運
行
を
開
始
す

る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
事
項
を

条
例
に
制
定
す
る
も
の
で
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　小
田
武
之
委
員
お
よ
び
岩
本
清

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委

員
の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
小
田
武

之
委
員
の
再
任
お
よ
び
小
田
正
紀

委
員
の
選
任
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

平
成
24
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

　今
回
の
補
正
額
は
、
２
０
６
０

万
２
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
26

億
５
９
６
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

◆
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

　総
務
費
は
、
山
口
県
知
事
選
挙

費
を
精
算
に
よ
り
28
万
1
0
0
0

円
の
増
額
、
無
投
票
と
な
っ
た
海

区
漁
業
調
整
委
員
選
挙
費
64
万
円

の
減
額
で
す
。

　民
生
費
で
は
、
国
保
シ
ス
テ
ム

改
修
の
た
め
の
国
保
事
業
（
事
業

勘
定
）
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
59

万
9
0
0
0
円
の
増
額
。
ま
た
、

こ
の
10
月
か
ら
新
た
に
、
み
ど
り

保
育
園
に
外
国
青
年
保
育
士
補
助

員
を
招
へ
い
す
る
た
め
の
賃
金
、

旅
費
等
の
所
要
の
経
費
2
3
0
万

円
を
新
規
計
上
し
て
い
ま
す
。

　農
林
水
産
業
費
で
は
、
新
た
に

林
業
専
用
道
東
イ
ラ
オ
山
線
の
新

設
に
係
る
測
量
設
計
委
託
料

1
1
1
1
万
9
0
0
0
円
の
新
規

計
上
。
ま
た
、
搬
出
間
伐
の
追
加

に
係
る
町
有
林
保
育
事
業
委
託
料

5
2
3
万
7
0
0
0
円
の
増
額
、

さ
ら
に
、
奈
古
大
敷
網
の
廃
止
に

伴
う
失
業
者
の
新
規
漁
業
就
業
者

定
着
支
援
事
業
研
修
制
度
で
、
支

援
に
係
る
補
助
金
35
万
円
を
新
規

計
上
し
て
い
ま
す
。

　消
防
費
で
は
、
町
内
の
公
共
施

設
、
集
落
集
会
所
、
町
営
バ
ス
の

バ
ス
停
等
へ
の
海
抜
表
示
の
た
め

の
海
抜
地
盤
高
測
量
委
託
料

1
0
0
万
円
の
新
規
計
上
で
す
。

　教
育
費
で
は
、
入
札
減
に
よ
り

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
用

発
電
機
の
購
入
費
を
1
0
5
万
円

減
額
す
る
一
方
、
宇
田
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
進
入
路
拡
幅
工
事

費
及
び
階
段
設
置
工
事
費
74
万

7
0
0
0
円
を
増
額
計
上
し
て
い

ま
す
。

　歳
入
は
、
自
殺
対
策
普
及
啓
発

事
業
費
13
万
５
０
０
０
円
の
新
規

計
上
。
町
有
林
の
保
育
で
、
搬
出

間
伐
を
加
速
化
事
業
に
振
り
替
え

た
こ
と
に
よ
り
1
4
0
万
2
０
０

０
円
を
減
額
す
る
一
方
、
森
林
整

備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
に
お

い
て
、
加
速
化
事
業
に
よ
る
搬
出

間
伐
事
業
を
追
加
し
、
ま
た
、
イ

ラ
オ
山
林
内
路
網
の
整
備
の
為
の

測
量
設
計
業
務
に
係
る
補
助
金

1
2
2
5
万
4
0
0
0
円
の
新
規

計
上
に
よ
る
増
額
で
す
。

　財
産
収
入
で
は
、
搬
出
間
伐
事

業
の
増
加
に
伴
う
町
有
林
の
間
伐

材
売
り
払
い
収
入
50
万
円
の
増
額

で
す
。

　繰
越
金
は
、
財
源
調
整
と
し
て

9
3
2
万
6
０
０
０
円
の
増
額
で

す
。

平
成
24
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　今
回
の
補
正
額
は
、
５
４
７
万

５
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
６

億
３
５
７
８
万
３
０
０
０
円
。

　国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料
の
新
規
計
上
及
び
平
成
23
年
度

精
算
に
伴
う
退
職
者
医
療
療
養
給

付
費
等
交
付
金
返
還
金
等
の
増
額

計
上
、
並
び
に
平
成
23
年
度
精
算

に
伴
う
療
養
給
付
費
負
担
金
の
追

加
交
付
分
の
予
備
費
計
上
に
伴
う

増
額
で
す
。

平
成
24
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
回
）

　今
回
の
補
正
額
は
、
２
４
７
０

万
１
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正

本運行を開始したコミュニティワゴン

平成２４年　第３回議会定例会（９月１２日～２０日）
　平成24年第３回議会定例会が、9月12日
から20日までの会期9日間で開かれ、提出
議案7件、発議1件、そして全員協議会で
の報告3件がいずれも慎重に審議され、原
案どおり可決または承認されました。
　このうち、一般会計補正予算（第2回）
では、林業専用道 東イラオ山線の新設に
係る測量設計委託料に1111万9000円を新
規計上しています。



林業専用道 東イラオ山線の新設に係る
測量設計委託料1111万9000円を新規計上
総額２０６０万円増額補正で
　　予算総額は２６億５９６６万円に
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後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

５
億
９
６
９
５
万
３
０
０
０
円
。

認
知
症
施
策
総
合
推
進
事
業
費
の

新
規
計
上
及
び
平
成
23
年
度
介
護

給
付
費
負
担
金
国
庫
返
還
金
ほ
か

の
確
定
に
よ
る
返
還
金
の
計
上
が

主
な
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
回
）

　今
回
の
補
正
額
は
、
67
万
２
０

０
０
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
４
５
５

７
万
６
０
０
０
円
。
木
与
簡
易
水

道
送
水
ポ
ン
プ
の
修
繕
料
ほ
か
の

計
上
に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
阿
武
町
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

　今
回
の
補
正
額
は
、
50
万
４
０

０
０
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
２
５
２

０
万
８
０
０
０
円
。
こ
れ
は
、
奈

古
漁
集
配
管
調
査
に
伴
う
破
損
箇

所
の
修
繕
料
ほ
か
の
計
上
で
す
。

平
成
23
年
度
阿
武
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　平
成
23
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
始
め
、
７
の
特

別
会
計
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
決
算
の
承
認
を
求
め
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
P
参
照
）

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
平

成
23
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
（
５
P
参
照
）

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　契
約
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
６

件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
）

◆
平
成
24
年
度 

奈
古
漁
港
漁
具

　保
管
用
地
等
舗
装
工
事

　（５
４
６
万
円
・
小
田
建
設
㈱
）

◆
平
成
24
年
度 

小
規
模
治
山
事

　業 

大
久
保
地
区
山
腹
工
事

　（
３
２
５
万
５
０
０
０
円
・
阿

　武
建
設
㈱
）

◆
平
成
24
年
度 

町
民
グ
ラ
ウ
ン

　ド
夜
間
照
明
用
発
電
機
購
入

　（
４
５
１
万
５
０
０
０
円
・
㈱

　原
商
益
田
支
店
）

◆
平
成
24
年
度 

阿
武
町
一
般
住

　宅
（
岡
田
橋
団
地
）
A
棟
新
築

　工
事

　（
３
０
８
７
万
円
・
小
田
建
設

　㈱
）

◆
平
成
24
年
度 

阿
武
町
一
般
住

　宅
（
岡
田
橋
団
地
）
B
棟
新
築

　工
事

　（
３
０
８
７
万
円
・
小
田
建
設

　㈱
）

◆
平
成
24
年
度 

阿
武
町
一
般
住

　宅
（
岡
田
橋
団
地
）
新
築
工
事

　に
伴
う
工
事
監
理
業
務
委
託

　（
３
６
７
万
５
０
０
０
円
・
㈲

　掘
設
計
事
務
所
）

　阿
武
町
教
育
委
員
会
議
が
10
月

１
日
、
教
育
委
員
会
会
議
室
で
開

催
さ
れ
、
第
３
回
議
会
定
例
会
で

教
育
委
員
と
し
て
同
意
を
得
た
小

田
武
之
氏
（
69
歳
・
宇
久
）
が
教

育
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
教
育
委
員
長
に
は
市
原

旭
氏
（
50
歳
・
下
東
郷
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
小
田
教
育
長
の
任
期
は

４
年
間
、
市
原
教
育
委
員
長
の
任

期
は
１
年
間
で
す
。

夜間照明用発電機

岡田橋団地新築工事

教育長
小田武之 氏

教
育
長
に

小
田
武
之
氏
が
再
任

教育委員長
市原　旭 氏

教育委員
小田正紀 氏
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役場本庁庁舎耐震補強改修事業
過疎対策道路事業 
塵芥処理対策事業 
阿武小学校屋外整備事業 
公営住宅建設事業 
消防救急事務委託料 
萩・長門新清掃工場事務委託料 
（仮称）阿武町中央公園整備事業 
保育所運営事業 
国営農地再編整備推進事業負担金 
中山間地域等直接支払交付金事業 
生活介護給付費 
消防器庫整備事業 
戸籍電算システム導入事業 
老人福祉施設入所措置費 

一般会計「平成23年度事業」ベスト15
「主要な施策の成果」表より抜粋 （単位：千円）

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

276,458
211,852
93,891
88,195
78,040
71,103
63,036
60,281
51,507
50,216
43,235
38,594
37,496
31,583
29,493

事　　　　　業　　　　　名 事業費

平成23年度に
町民1人あたりに使った金額は

※平成24年3月末現在
　　　人口　3,804人

（一般会計 平成23年度末現在）

平成23年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図
歳入　34億8,921万9,127 円歳出　31億4,417万6,532円

　民生費
554,775,163円

土木費　380,772,901円

総務費
868,639,296円

労働費　1,458,000円
諸支出金　16,516,300円
議会費　42,629,491円
商工費　43,839,404円
消防費　
142,251,409円
衛生費　
187,980,122円

地方交付税
1,681,218,000円

平成23年度　一般会計及び特別会計決算額表

予算に対
する執行率

国民健康保険事業（事業勘定）
国民健康保険事業（直診勘定）
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業

一　般　会　計

合　　　計

特

　別

　会

　計

予算に対
する収納率決 算 額予 算 額 決 算 額予 算 額

収支差引
残　　額

歳　　　　　　入
会　　計　　名

歳　　　　　　出
（単位：円）

公債費
324,685,197円

災害復旧費　50円
労働費　383円
諸支出金　4,342円
議会費　11,207円
商工費　11,525円
消防費　37,395円
衛生費　49,416円
教育費　67,752円

総額
826,545円

総務費
228,349円

民生費
145,840円

土木費
100,098円

公債費
85,354円

農林水産業費
84,834円

配当割交付金
582,000円
株式等譲渡
　　所得割交付金
　　　142,000円

繰入金　673,583円
交通安全対策特別交付金　998,000円

利子割交付金　1,168,000円
寄付金　1,600,000円

地方特例交付金　8,161,000円
自動車取得税交付金　9,685,000円
分担金及び負担金　24,217,664円

財産収入　25,528,927円
地方消費税交付金　30,167,000円

地方譲与税　36,951,000円
諸収入　43,708,501円

使用料及び手数料　53,167,438円
県支出金　192,664,486円
町債　204,000,000円
町税　310,699,705円

3,457,875,000 
623,015,000 
66,340,000 
73,473,000 
562,617,000 
49,997,000 
91,217,000 
30,521,000 

4,955,055,000 

3,489,219,127
651,107,073
64,050,635
71,440,992
565,361,726
49,166,610
89,523,643
29,859,257

5,009,729,063

100.91%
104.51%
96.55%
97.23%
100.49%
98.34%
98.14%
97.83%
101.10%

3,457,875,000 
623,015,000 
66,340,000 
73,473,000 
562,617,000 
49,997,000 
91,217,000 
30,521,000 

4,955,055,000 

3,144,176,532
586,854,215
64,010,043
71,423,260
535,929,677
49,164,489
89,482,797
29,832,876

4,570,873,889

90.93%
94.20%
96.49%
97.21%
95.26%
98.33%
98.10%
97.75%
92.25%

345,042,595
64,252,858

40,592
17,732

29,432,049
2,121
40,846
26,381

438,855,174

農林水産業費
322,709,752円

繰越金
500,419,250円

平成23年度の決算概要

教育費
257,727,614円

国庫支出金
363,467,573円

災害復旧費
191,883円
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　　一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

　土
地
は
、
乱
開
発
や
無
秩
序
な

土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

の
取
引
を
し
た
と
き
は
、
都
道
府

県
（
市
町
村
経
由
）
に
そ
の
利
用

目
的
な
ど
を
届
け
出
て
審
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　該
当
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に  

係
る
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
し

た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
届
出
を

し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出
を

す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
面
積

　１
０
０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
者

　土
地
の
権
利
取
得
者

　（
売
買
で
あ
れ
ば
買
い
主
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　阿
武
町
役
場

　総
務
課

　☎
２
―
３
１
１
１

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から健全化判断比率及び公営企
業会計の資金不足比率の算定・公表が義務づけられました。いずれかの比率が、早期健全化基準などを超えた場
合「早期健全化計画」などの策定が義務づけられることになります。
　平成２３年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。いずれの比率も早期
健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き続き効率的な財政運営
に努めていきます。

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

①実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将 来 負 担 比 率

阿武町の
健全化率

－

－

5.1

－

※１

※２

※３

対象公営企業会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

漁業集落排水事業特別会計

算定結果

－

－

－

経営健全化基準

２０．０

早期健全化基準
（注意指数）

１５．０

２０．０

２５．０

３５０．０

財政再生基準
（危険指数）

２０．０

３0．０

３５．０

※１　実質赤字比率は、普通会計で3億2,363
万円（15.67%）の黒字であるため該当す
る数値（赤字額）がないことを表します。
※２　連結実質赤字比率は、全会計で4億
1,744万円（20.21%）の黒字であるため該当
する数値（赤字額）がないことを表します。
※３　将来負担比率は、将来負担すべき負債
が充当可能な財源で賄えることから該当す
る数値（実質的な将来負担額）がないこと
を表します。

　公営企業に係る３つの特別会計について
は、いずれも資金不足が生じていないため該
当する数値（資金不足額）がないことを表し
ます。

○資金不足比率

○健全化判断比率

用 

語 

の 

説 
明

大
規
模
な
土
地
取
引

（
１
万
㎡
以
上
）に
は

　届
出
が
必
要
で
す

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。

◆普　通　会　計…地方公共団体の基本的な会計（本町では一般会計のみが対象）
◆標 準 財 政 規 模…地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模（標
　　　　　　　　　準税収入額等に普通交付税を加算した額）
◆実 質 赤 字 比 率…普通会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合
◆連結実質赤字比率…全会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合
◆実質公債費比率…普通会計が負担する地方債の元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本と
　　　　　　　　　した額に対する比率
◆将 来 負 担 比 率…普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率
◆早期健全化基準…財政状況が悪化した状況において、自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべ
　　　　　　　　　き基準（いずれか一つでもこの基準を超えると財政健全化計画を策定しなければな
　　　　　　　　　りません。）
◆財 政 再 生 基 準…財政状況の著しい悪化により自主的な財政の健全化が困難な状況において国等の関
　　　　　　　　　与のもとで確実な再生を図るべき基準（いずれか一つでもこの基準を超えると財政
　　　　　　　　　再生計画を策定しなければなりません。）
◆資 金 不 足 比 率…公営企業会計における資金不足額の事業規模に占める割合
◆経営健全化基準…資金不足比率について定められた自主的かつ計画的に経営の健全化を図るべき基準
　　　　　　　　　（基準を超えると経営健全化計画を策定しなければなりません。）
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問

　試
験
運
行
に
お
け
る
利

用
状
況
は
。

町
長

　５
月
か
ら
８
月
ま
で

の
試
験
運
行
の
利
用
実
績

は
、
全
町
で
延
べ
９
９
９
人

で
、
従
前
の
外
出
支
援
車

両
、
福
賀
診
療
所
送
迎
便
と

比
較
し
て
、
１
２
５
人
の
増

と
な
っ
た
。

問

　利
用
者
か
ら
の
要
望
や

そ
れ
に
対
す
る
改
善
点
は
。

町
長

　奈
古
地
区
で
は
路
線

の
変
更
は
な
く
、
萩
方
面
へ

の
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
時
間
を

確
保
す
る
た
め
、
出
発
時
間

を
５
分
程
度
早
め
た
い
。

　宇
田
郷
地
区
で
は
乗
車
実

態
に
合
わ
せ
、
つ
づ
ら
と
平

原
の
順
路
を
入
れ
替
え
、
時

間
を
若
干
変
更
す
る
。
ま

た
、
新
た
に
田
部
方
面
を
路

線
に
加
え
、
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い

店
前
〜
田
部
バ
ス
停
ま
で
１

往
復
し
、
町
営
バ
ス
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
利
便

性
の
向
上
を
図
る
。

　福
賀
地
区
で
は
利
用
の
少

な
い
ル
ー
ト
の
経
由
を
や
め
、

新
田
〜
伊
当
間
の
順
路
を
逆

に
す
る
。

問

　福
賀
地
区
の
冬
期
積
雪

時
等
に
お
け
る
路
線
の
確

保
・
安
全
運
行
の
対
策
は
。

町
長

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ

ン
の
車
両
は
、
３
台
と
も
四

輪
駆
動
車
で
、
あ
る
程
度
の

雪
道
に
は
対
応
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
除
雪
に

つ
い
て
は
、
福
賀
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
運
行

路
線
は
全
て
除
雪
対
象
路
線

と
な
っ
て
お
り
、
万
全
の
体

制
で
臨
み
た
い
。

長嶺吉家  議員

問

問

問

　住
民
か
ら
相
談
の
あ
っ

た
迷
惑
行
為
の
実
態
と
、
そ

れ
ら
を
考
慮
し
て
、
迷
惑
行

為
禁
止
条
例
の
制
定
は
。

町
長

　阿
武
町
に
お
い
て
、

住
民
か
ら
相
談
の
あ
っ
た
迷

惑
行
為
の
う
ち
、
最
も
多
い

の
が
、
猫
が
や
っ
て
き
て
敷

地
内
に
糞
や
尿
を
し
て
い
く

こ
と
が
一
番
で
あ
る
。
次
が

犬
の
糞
の
放
置
で
、
飼
い
主

の
マ
ナ
ー
不
足
が
み
ら
れ
る
。

　山
口
県
動
物
愛
護
推
進
計

画
の
重
点
課
題
の
中
で
動
物

の
適
正
飼
養
が
あ
り
、
安
易

な
飼
養
放
棄
、
不
適
切
な
飼

養
管
理
に
よ
る
近
隣
へ
の
迷

惑
行
為
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　阿
武
町
に
お
い
て
も
、
広

報
や
行
政
無
線
、
ま
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
回
覧
な
ど
で
の

啓
発
や
、
飼
え
な
く
な
っ
た

犬
や
猫
の
引
き
取
り
を
行
っ

て
い
る
。

　県
下
各
市
町
で
は
快
適
な

生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
公

共
の
場
所
へ
の
、
動
物
の
糞

尿
の
放
置
の
禁
止
等
を
想
定

し
た
条
例
を
、
制
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
阿
武

町
で
は
、
ま
だ
制
定
し
て
い

な
い
。
制
定
し
て
い
る
他
市

町
の
条
例
効
果
を
検
証
し
た

上
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
制
定

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問

　犬
、
猫
の
迷
惑
習
性
と

そ
の
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

町
長

　動
物
に
関
す
る
苦
情

は
、
地
域
に
密
着
し
た
も
の

が
多
く
、
解
決
に
向
け
て
は

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
り
、
自
治

一
般
質
問  

第
3
回
定
例
会  

9
月
12
日

Q

　迷
惑
行
為
禁
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ａ

　他
市
町
の
条
例
効
果
を
検
証
し
て
検
討
す
る

Q

　町
の
い
じ
め
に
対
す
る
取
り
組
み
は

Ａ

　ま
ず
保
護
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

Q

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の

　
　本
運
行
に
向
け
て
の
改
善
点
は

Ａ

　乗
車
実
態
を
ふ
ま
え

　
　
　
　
　利
便
性
の
向
上
を
図
る

清水教昭  議員

町
長

問

町
長

問

会
等
に
お
い
て
地
域
の
問
題

と
し
て
、
取
り
上
げ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　動
物
愛
護
に
つ
い
て
は
、

飼
い
主
の
い
な
い
動
物
に
む

問

　い
じ
め
の
外
部
事
例
か

ら
、
町
内
小
・
中
学
校
と
家

庭
・
地
域
で
の
取
り
組
み

と
、
教
諭
と
生
徒
の
信
頼
関

係
に
つ
い
て
。

教
育
長

　学
校
も
二
学
期
の

は
じ
め
に
「
い
じ
め
を
ゆ
る

さ
な
い
全
て
の
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
学
校
生
活
の
た
め

に
」
の
、
保
護
者
向
け
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
家
庭

と
連
携
し
た
未
然
防
止
の
取

り
組
み
を
呼
び
か
け
た
。

　児
童
生
徒
に
は
、
い
じ
め

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

一
週
間
に
一
度
実
施
し
、
早

期
発
見
を
し
て
い
き
た
い
。

　教
育
委
員
会
で
は
生
徒
指

導
に
関
わ
る
事
案
は
、
実
情

を
素
早
く
把
握
し
、
当
該
児

童
生
徒
、
ま
た
学
校
へ
の
支

援
や
当
該
保
護
者
へ
の
対
応

に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

　学
校
で
は
、
児
童
生
徒

が
、
お
互
い
の
良
さ
や
生
き

甲
斐
を
認
め
合
い
、
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
育
む
場
に
し
、

ま
た
、
充
実
し
た
学
校
生
活

が
送
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
と

指
導
を
し
て
い
る
。

問

　阿
武
小
学
校
の
開
校
か

ら
一
年
以
上
が
経
過
し
た

が
、
そ
の
後
の
様
子
は
。

教
育
長

　小
中
学
校
合
わ
せ

て
１
７
３
人
の
児
童
生
徒
が

広
く
な
っ
た
運
動
場
で
、
自

由
時
間
や
体
育
時
間
な
ど
で

開
放
的
に
の
び
の
び
と
運
動

し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
遊
具
で
の
遊
び
を

と
お
し
て
、
体
力
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
。

町
長

町
長

問町
長

教
育
長

問

教
育
長

問

ワゴンに乗車する利用者

迷い猫

校庭での運動

や
み
に
餌
を
与
え
な
い
な
ど
、

一
般
住
民
の
方
の
理
解
も
必

要
と
な
る
。
町
も
適
正
飼
養

に
つ
い
て
、
集
会
の
場
な
ど

で
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。
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平
成
２３
年
度

　決
算
賛
成
討
論

長
嶺
吉
家 

議
員

阿
武
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ

ン
運
行
条
例

　
　
　
　
　
　

問

　利
用
者
増
を
想
定
し
増

便
等
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

　現
在
ま
で
の
試
験
運
行

か
ら
大
き
く
利
用
者
増
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
一
部
運
行

コ
ー
ス
や
時
間
の
変
更
は
あ

る
が
ほ
ぼ
現
行
通
り
行
い
た
い
。

平
成
24
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
補
正
予
算
関
係

　ま
ず
、
新
規
事
業
「
阿
武

町
立
み
ど
り
保
育
園
外
国
人

青
年
招
致
事
業
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

問

　外
国
人
青
年
の
母
国
と

阿
武
町
の
気
候
等
の
違
い
か

ら
健
康
対
策
は
。

答

　気
候
に
よ
る
健
康
問
題

は
も
ち
ろ
ん
、
は
じ
め
て
の

国
で
の
一
人
生
活
か
ら
の
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
等
、
心
の
健
康

が
心
配
で
、
同
年
代
の
職
員

等
に
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
す

る
な
ど
配
慮
し
て
い
る
。

問

　阿
武
町
で
は
、
早
く
か

ら
外
国
語
指
導
助
手
を
雇
用

し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
。

答

　24
年
前
よ
り
外
国
語
指

導
助
手
と
し
て
中
学
校
、
更

に
は
小
学
校
で
も
指
導
し
て

き
た
。
英
語
に
関
し
て
聞
く

こ
と
・
発
音
な
ど
に
慣
れ
た

と
い
う
効
果
の
ほ
か
、
外
国

の
文
化
・
国
際
交
流
等
、
国

際
理
解
の
糸
口
と
な
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

問

　消
防
費
関
係
で
、
海
抜

測
量
委
託
料
に
つ
い
て
。

答

　海
抜
調
査
を
詳
し
く
行

う
の
は
、
国
土
地
理
院
の
地

図
に
よ
る
標
高
が
実
際
と
誤

差
が
あ
り
正
確
を
期
す
た
め

で
あ
る
。
測
量
個
所
は
、
公

共
施
設
・
集
会
所
・
バ
ス
停

な
ど
約
２
０
０
カ
所
を
予
定
。

特
に
標
高
の
低
い
場
所
は
、

生
命
に
も
危
険
が
あ
る
の
で

正
確
さ
が
必
要
と
考
え
る
。

問

　民
間
住
宅
の
耐
震
診
断

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
。

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

9
月
14
日
開
催

問問問 答答

答問答問問 答

小田達雄  議員

答

　従
来
の
個
人
負
担
は
３

分
の
１
だ
が
、
申
し
込
み
が

少
な
い
の
で
、
国
・
県
な
ら

び
に
町
の
負
担
を
増
や
し
個

人
負
担
を
な
く
し
た
10
戸
分

を
予
定
し
て
い
る
。

平
成
23
年
度
阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

問

　空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
。

答

　平
成
19
〜
23
年
度
末
ま

で
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
２

７
５
件
で
、
移
住
者
数
は
45

世
帯
１
３
１
人
で
あ
る
。
空

き
家
は
、
廃
屋
と
の
分
類
等

難
し
い
点
も
あ
る
が
、
現
在

活
用
可
能
な
物
件
は
69
軒
。

　移
住
希
望
者
も
常
時
あ

り
、
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
し
、
大
改
造
が
必

要
で
活
用
が
難
し
い
も
の
も

あ
る
。
住
宅
建
築
や
宅
地
造

成
、
就
業
等
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
移
住
者
に

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
り
問
題
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
で
更

な
る
対
応
も
考
え
た
い
。

問

　戸
籍
関
係
で
ソ
フ
ト
関

係
の
経
費
が
高
額
化
し
て
い

る
が
、
他
市
町
と
の
共
有
・

連
携
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

　多
く
の
市
町
で
も
悩
ん

で
い
る
問
題
だ
。
５
年
ご
と

に
機
械
・
ソ
フ
ト
、
更
に
は

　昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
復
興
予

算
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
の

財
源
確
保
に
は
、
大
変
苦
慮

さ
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
と
推

測
す
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
町
財
政
の
健
全
運
営

に
よ
り
、
実
績
を
あ
げ
ら
れ

た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。

　平
成
23
年
度
一
般
会
計

は
、
当
初
予
算
が
27
億
８
５

０
０
万
円
で
、
そ
の
後
増
額

補
正
が
行
わ
れ
、
最
終
の
歳

入
決
算
額
は
、
34
億
８
９
２

１
万
９
１
２
７
円
と
な
っ

た
。
町
税
等
の
自
主
財
源

は
、
歳
入
全
体
の
27
・
５
％

で
、
町
税
、
分
担
金
及
び
負

担
金
は
い
ず
れ
も
わ
ず
か
な

が
ら
伸
び
て
い
る
が
、
使
用

料
及
び
手
数
料
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。

　歳
出
を
性
質
別
に
み
る

と
、
義
務
的
経
費
が
前
年
度

よ
り
１
億
４
７
７
８
万
円
減

少
し
た
こ
と
は
、
財
政
の
健

全
化
に
努
力
さ
れ
て
い
る
結

果
と
い
え
る
。

　７
つ
の
特
別
会
計
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
が

前
年
度
よ
り
４
・
３
％
減
と

は
い
え
、
２
億
２
６
０
０
万

円
発
生
し
て
い
る
が
、
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
の
歳
出
額
に

抑
え
ら
れ
、
歳
出
削
減
の
努

力
の
跡
が
う
か
が
え
る
。

　財
政
分
析
指
標
は
、
県
内

の
町
平
均
か
ら
す
る
と
経
常

収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
は
、
平
均
値
よ
り
群
を
抜

い
て
申
し
分
な
い
が
、
自
主

財
源
の
弱
さ
か
ら
財
政
力
指

数
が
劣
っ
て
い
る
。
定
住
対

策
や
第
一
次
産
業
の
振
興
、

雇
用
・
就
労
の
場
づ
く
り
な

ど
、
自
主
財
源
を
い
か
に
し

て
高
め
る
か
を
、
さ
ら
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

　全
般
的
に
は
、
厳
し
い
財

政
環
境
の
中
、
健
全
な
財
政

運
営
が
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
23
年
度
の
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お

り
承
認
す
る
こ
と
に
賛
成
す

る
。

問 答答問答

現
地
踏
査

奈
古
漁
港
漁
具
保

管
修
理
施
設
用
地 

奈古中央消防器庫

西
台
ラ
ジ
コ
ン

　
　
　飛
行
場

JR宇田郷駅駐輪場

法
改
正
の
た
び
に
ソ
フ
ト
の

更
新
が
必
要
。
こ
の
た
め
、

県
町
村
会
で
基
本
ソ
フ
ト
だ

け
を
共
通
化
し
、
各
市
町
が

そ
れ
に
合
わ
せ
る
方
式
を
検

討
し
て
い
る
。

問

　町
税
の
滞
納
分
が
増

加
。
徴
収
強
化
の
対
策
は
。

答

　滞
納
者
は
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
電
話
・
文
書
・
訪

問
等
で
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
、
納
付
等
に
応
じ
な
い
滞

納
者
に
は
財
産
調
査
を
行

い
、
滞
納
処
分
を
視
野
に
入

れ
た
徴
収
に
努
め
て
い
る
。

外国人の先生と園児

問答
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　「
奈
古
中
央
消

防
器
庫
」
お
よ
び

「
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
」
の

配
置
式
が
10
月
７

日
、
奈
古
中
央
消

防
器
庫
前
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し

た
。　こ

れ
は
、
こ
れ

ま
で
役
場
前
に
あ

っ
た
奈
古
第
一
分

団
消
防
器
庫
が
建

築
か
ら
40
年
以
上

経
過
し
老
朽
化
し

て
い
た
こ
と
に
加

え
、
既
設
建
屋
の

場
所
が
現
在
整
備

中
の
町
道
汐
入
野

地
線
の
用
地
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
消
防
器
庫
を
整
備
し
た
も
の
で
、
国
道
1
9
1
号
に
面

し
た
体
育
セ
ン
タ
ー
横
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
奈
古
第
一
分
団
に
配
置
さ
れ
て
い
た
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
が
27
年
を
経
過
し
更
新
時
期
を
迎
え
た
た
め
、
併

せ
て
ポ
ン
プ
車
も
更
新
し
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　配
置
式
で
中
村
町
長
は
、「
消
防
技
術
の
習
得
と
向
上
を
し

て
新
し
い
消
防
車
な
ど
も
十
分
使
い
切
り
、
い
ざ
有
事
の
際
に

は
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
田
中
消
防

団
長
は
「
我
々
の
町
は
我
々
が
守
る
と
い
う
自
助
、
そ
し
て
地

域
の
人
が
守
る
と
い
う
共
助
の
気
持
ち
が
大
切
。
今
年
の
重
点

目
標
で
あ
る
組
織
の
強
化
に
、
今
後
と
も
積
極
的
に
努
め
て
ほ

し
い
」
と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

内
村

　時
雨
ち
ゃ
ん（
水
ヶ
迫
）

平
成
23
年
10
月
25
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
弘
さ
ん
・（
マ
マ
）
亜
季
子
さ
ん

 

こ
の
半
年
、
週
３
回
兄
（
３

歳
）
の
柔
道
に
行
く

日
々
。
道
場
が
好
き
な
様

子
で
練
習
中
の
か
け
声
に

大
興
奮
し
て
雄
叫
び

　
　

家
で
は
気
に
入
ら
な
い
と

兄
が
す
ぐ
に
突
き
倒
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ま
さ
か

!?
の
受
け
身
☆
か
と
思
え

ば
仲
良
し
だ
っ
た
り
♡

　ド
タ
バ

タ
で
も
結
構
楽
し
い
内
村
日
々
☀

しぐれ

10
月
生
ま
れ

し
ぐ
れ

　毎日の暮らしの中で、国の仕事など
について「困っていることがある」、
「制度や仕組みが分からない」、「どこ
に相談して良いか分からない」などの
ことがありましたら、お気軽にご相談
ください。

　町の行政相談員は、
　永柴義廣さん（宇田中央）
　　　　　☎４－０５２４ です。
　また、山口行政評価事務所でも、相
談を受け付けています。
総務省山口行政評価事務所（山口市）
☎０５７０－０９０１１０（行政苦情１１０番）
FAX ０８３－９２２－１５９３

『わが家の交通安全』
福賀小６年
　高村夏未さん
　　　　（金社）

『安全な阿武町』
阿武小３年
　船戸紫陽さん
　　　　（岡田橋）

『一人ひとりの意識から』
福賀中３年
玉島　愛さん
　　　　　（中村）

『私が学んだこと』
阿武中３年
　岩谷真琴さん
　　　　（美咲）

奈古中央消防器庫および水槽付消防ポンプ積載車を配置

行政相談は
お気軽に
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県警音楽隊の演奏・カラーガード県警音楽隊の演奏・カラーガード

交通事故のない
安全・安心な町づくりを

　秋の全国交通安全運動が９月21日～30日
までの10日間、全国一斉に展開されまし
た。阿武町では期間中、朝と夕方に国道な
どの危険個所で街頭指導や交通安全自動車
パレードなどを実施しました。
　また25日には、隔年実施で６回目となる
「阿武町交通安全大会」を町民センター文
化ホールで開催し、住民ら約450人が参加
しました。大会では、開会宣言に続き中村
町長が「この交通安全大会を契機に、交通
事故の重大性を再認識し、交通事故のない
安全・安心な町づくりが推進されることを
祈念します」とあいさつ。また、近藤萩警
察署長のあいさつ、優良運転者らの表彰、
交通安全優秀作文発表に続き、山口県交通
安全母の会阿武支部の西村容子さんにより
読上げられた交通安宣言が、満場一致で採
択されました。
　式典終了後、県警音楽隊による吹奏楽演
奏とカラーガードが行われたほか、パトカ
ーや白バイの展示、ＪＡＦ（日本自動車連
盟）の協力による時速５Kmの衝撃体験コ
ーナーなどが設置され、体験した小中学生
らは衝突のショックの大きさに驚いていま
した。

交通安全宣言の伝達みどり保育園児が遊
戯で歓迎 交通安全自動車パレ

ード

秋の全国交通安全運動（９月２１日～３０日）

ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。

ちびっこ警察隊時速５kmの衝撃を体験

白バイ展示交通安全大会式典

交通安全自動車パレード　９月21日開催

阿武町交通安全大会　９月25日
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ぜひ“ゾエちゃん”と
呼んでください☆

　み
ど
り
保
育
園
に
通
う
園
児

が
、
外
国
人
青
年
と
日
常
的
に
英

語
で
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
中
で
、
自

然
に
異
文
化
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英

語
の
言
語
感
覚
を
身
に
つ
け
、
国

際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
１
日
か

ら
ゾ
エ
・
パ
ケ
ッ
ト
さ
ん（
20
）が

新
し
い
先
生
（
保
育
士
補
助
員
）

と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

　こ
れ
は
町
単
独
の
招
へ
い
事
業

で
、
山
口
県
立
大
学
と
学
術
交
流

の
あ
る
カ
ナ
ダ
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
ス

大
学
と
協
定
を
結
び
、
報
酬
を
伴

う
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ

プ
（
実
習

活
動
）
と
し
て
受
け
入
れ
た
も
の

で
す
。
期
間
は
10
月
か
ら
翌
年
７

月
ま
で
の
10
ヶ
月
間
を
阿
武
町
で

過
ご
す
も
の
で
、
全
国
で
も
珍
し

い
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　１
日
に
初
登
園
し
た
ゾ
エ
さ
ん

は
、
園
児
か
ら
の
盛
大
な
歓
迎
に

び
っ
く
り
し
た
様
子
で
し
た
が
、

す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
と
も
打
ち
解

け
、
園
庭
で
の
自
由
遊
び
で
は
引

っ
ぱ
り
だ
こ
で
し
た
。

　ゾ
エ
さ
ん
の
日
常
の
仕
事
は
、

午
前
中
は
園
児
と
一
緒
に
過
ご
し
、

午
後
は
主
に
園
内
の
〝
場
所
〞
や

〝
物
〞
を
英
語
で
記
し
た
カ
ー
ド

を
作
っ
た
り
、
か
わ
い
い
イ
ラ
ス

ト
を
描
き
、
園
内
で
気
軽
に
英
語

に
触
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
口
々
に
「
英

単
語
」
が
飛
び
交
い
、
楽
し
み
な

が
ら
英
語
に
親
し
ん
で
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　阿
武
町
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め

に
も
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
．
簡
単
な
自
己
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す

　こ
ん
に
ち
は
。
私
の
名
前
は
ゾ

エ
・
パ
ケ
ッ
ト
で
す
。

　カ
ナ
ダ
の
シ
ェ
ル
ブ
ル
ッ
ク
市

出
身
で
、
近
く
に
あ
る
ビ
シ
ョ
ッ

プ
ス
大
学
の
２
年
生
で
す
。
大
学

で
は
日
本
語
科
に
在
籍
し
て
、
日

本
語
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。

Q
．
日
本
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　日
本
の
映
画
を
見
た
時
に
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
初
め
て
見
た
映

画
は
「
羅
生
門
」。
と
っ
て
も
ク

ー
ル
（
格
好
良
い
）
で
し
た
。

　そ
れ
か
ら
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や

マ
ン
ガ
に
も
興
味
が
湧
き
、
今
で

は
大
フ
ァ
ン
で
す
。
デ
ス
ノ
ー
ト

や
ブ
リ
ー
チ
な
ど
好
き
で
す
が
、

特
に
好
き
な
の
は
「
君
に
届
け
」

園児からの質問を受ける
ゾエさん

〜
阿
武
町
立
み
ど
り
保
育
園

　
　
　
　
　外
国
人
青
年
招
致
事
業
〜

ゾ
エ
・
パ
ケ
ッ
ト
先
生
を

　
　
　
　
　紹
介
し
ま
す
！

中村町長（右）と“日本語”で談笑

わたしたちの名前もおぼえてね

プロフィール
●出身地　カナダ ケベック州
　　　　　シェルブルック市
●誕生日　1991年12月16日
●身　長　155cm
●趣　味　お菓子作り、映画鑑賞、
　　　　　日本のマンガを読むこと
●好きな食べもの
　　　　　ケーキ、プリン、お肉
●ことば　英語、フランス語、
　　　　　日本語とドイツ語は勉強中

で
す
。

Q
．
阿
武
町
の
印
象
は
？

　私
の
住
ん
で
い
た
町
と
似
て
い

て
、
安
心
し
ま
し
た
。
と
っ
て
も

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
山
も

空
も
海
も
美
し
い
。

　ま
た
、
カ
ナ
ダ
で
は
家
の
屋
根

は
白
や
黒
色
が
多
い
で
す
が
、
阿

武
町
に
は
赤
い
屋
根
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、と
っ
て
も
き
れ
い
で
す
！

こ
の
風
景
も
私
は
好
き
で
す
。

Q
．
阿
武
町
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　阿
武
町
の
み
な
さ
ん
は
と
て
も

優
し
く
、
い
ろ
い
ろ
と
気
遣
っ
て

く
だ
さ
り
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
私
を
見
か
け
た
時
に
は

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
と
早
く
仲
良
く
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
日
本
の

こ
と
や
日
本
語
に
つ
い
て
も
た
く

さ
ん
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。
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～菅原神社秋祭り　巫女の舞～
み　こ

～菅原神社秋祭り　巫女の舞～
み こ

伝統を受け継ぎ 伝えていくために

巫女の舞

巫女の舞保存会のみなさん

伝統行事を残すこと
菅原神社総代
　　末若憲二さん
「保存会のメンバーは本当
に一生懸命やってくれる。
これは地元に昔から伝わる
伝統行事。ふる
さとを愛する気
持ちを大切にす
るためにも、ど
うか残していき
たい。」

伝えることに必死
竹笛奏者　杉　利行さん

「今では笛を
吹けるもんが
わし一人にな
ってしまっ
た。この音色
とリズムを伝
えることに必
死です。伝統

文化をこれからも守っていくた
めに、できることは何でもやっ
ていきたいと思う。」

祭りをとおして、地域への愛着が
田中昌克さん（田中美帆さんのお父さん）
「子どもたちは健気にやっていたと思う。
子どもたちにも、保護者にとっても良い思
い出。祭りをとおして、地域への愛着が更
に深まったように感じます。」

巫女の舞を終えて（写真左より）
中村真楓さん（美里）
「楽しかったけど、本番はちょっと恥ず
かしかったです。」
田中美帆さん（土）
「とにかく楽しく踊りました。私は（位
置変えのため）回るところが一番好き。」
福嶋沙衣さん（市）
「扇子を上にあげるところと、リズムをとることに気をつけました。」
中村麻理亜さん（釜屋）
「２日間でたくさん踊ってちょっと疲れたけど、みんなで上手にで
きました。」

地
域
の
み
な
さ
ん
も

楽
し
み
に

　秋風が肌に冷たくなった９月24・25日の２日間、菅原
神社の秋祭りが行われ、地域の伝統文化となっている「巫
女の舞」が奉納されました。
　24日はあいにくの雨模様。しかし、やわらかな灯りの
中、山車の中で優雅に舞う巫女の姿に参拝客はうっとり酔
いしれ、幽玄な時間が流れました。翌25日は一転して天
候にも恵まれ、菅原神社の神殿で舞を奉納したあと、奈古
地区内10カ所を巡り各所で舞を奉納し、祭りを終えました。
　今年、巫女の大役を務めたのは、阿武小学校１年生の田
中美帆さん、福嶋沙衣さん、中村麻理亜さん、中村真楓さ
んの４人。９月１日から約３週間、ほぼ毎日練習を重ねて
この日を迎えました。
　菅原神社の巫女の舞は、天保年間から始まったとされ約
180年の歴史を持ち、舞の時間が長いのが特徴。「ソーラ
イ」との掛け声から舞が始まり、笛と太鼓の音色に
合わせ山車の中で舞を舞います。巫女となり舞を奉納
できるのは小学１年生の女子のみとされ、機会は一生に一
度。疫病防止と、五穀豊穣を願います。
　近年は従前の市・東方地区だけでは舞の継承が難しくな
り、地域の人々のふるさとを愛する思いと伝統を受け継ぐ
決意から、18年前に「巫女の舞保存会（小田利春会長）」
が結成されました。
　そのメンバーが中心となって指導などを行い、奈古地区
の伝統文化として、大切に受け継がれています。

だ　 し

表紙説明
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宇田郷地区　９／２３宇田郷地区　９／２３

各地区で運動会
スポーツの秋

　秋のスポーツシーズンが
到来し、各地区で運動会が
開催されました。
　各地区の特色ある運動会
を紹介します。

跳躍跳躍

一
気
飲
み
コ
ー
ナ
ー

目
指
し
て

近年まれに見る大混戦！

ちびリンピック日本代表

ピッ！

ゴール！

よーくねらってね

固い絆

こわいよーう

ちびリンピック日本代表

ピッ！

ハッスル
おじいちゃん

ゴール！

よーくねらってね

固い絆

こわいよーう

宇
田
の
名
物
お
じ
さ
ん
た
ち

宇
田
の
名
物
お
じ
さ
ん
た
ち

お父さん、
　行くよ！
お父さん、
　行くよ！

わーっしょい!!

大人を
見習って…

み
ど
り
保
育
園

 

10
／
１４



福賀地区
９／９

満
喫
満
喫
満
喫

阿武小・中合同
９／１６

親子で…
夫婦で

…

地域
で…

クラスメイトで…
親子で…
夫婦で

…

地域
で…

クラスメイトで…

歓喜の瞬間歓喜の瞬間

おんぶうれしい♪

さぁさぁ、

がんばって！

借
り
物
は
、ア･

ナ･

タ

気
合
い
で
引
っ
張
れ

応援合戦応援合戦

応援合戦

も
っ
と
強
く
！？

13

運動会楽しい♪

急げー！

息ピッタリ

応援団長

青春のラインダ
ンス

見事なピラミッドが完成！

全
力
少
年
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山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

　今
年
４
月
に
キ
ジ
ハ
タ
種
苗
生
産
施
設
が
完
成
し
た
山
口

県
外
海
第
二
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
（
筒
尾
）
で
育
て
ら
れ
た

稚
魚
1
0
0
0
尾
が
、
10
月
4
日
奈
古
鹿
島
沖
で
待
望
の
初

放
流
を
迎
え
ま
し
た
。
稚
魚
は
日
齢
70
日
で
5
㎝
に
成
長
し

た
も
の
で
、
県
全
体
で
年
間
10
万
尾
の
放
流
を
行
う
予
定
で

す
。
約
４
年
で
30
㎝
（
7
0
0
g
）
程
度
の
大
き
さ
ま
で
成

長
し
、
成
魚
と
し
て
取
引
さ
れ
ま
す
。

 
県
水
産
振
興
課
は
「
漁
業
者
の
方
々
と
手
を
携
え
て
、
キ

ジ
ハ
タ
を
山
口
県
の
顔
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
水
津
運
営
委
員
長
は
「
貴
重
な
キ
ジ
ハ
タ
を
、
大
切
に

育
て
て
い
き
ま
す
！
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　あ
ま
ー
い
梨
の
香
り
漂
う
福
の
里
直
売
所
で
９
月
22
・
23

日
の
２
日
間
、「
第
２
回
福
賀
の
梨
〝
南
水
ま
つ
り
〞」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　会
場
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
南
水
と
二
十
世
紀
を
食
べ

比
べ
「
甘
く
て
ど
ち
ら
も
お
い
し
い
！
」
と
の
声
が
多
く
聞

か
れ
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
梨
の
皮
む
き
競

争
、
梨
の
袋
詰
め
放
題
な
ど
多
種
多
様
な
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
種
飛
ば
し
大
会
で
は
、
な
ん
と
飛
距
離
9
m
18
㎝
の

大
記
録
を
叩
き
出
し
た
弦
田
竜
二
さ
ん（
防
府
市
）が
優
勝
。

来
場
者
が
一
体
と
な
っ
て
梨
を
満
喫
す
る
会
場
は
、
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ジューシーで
濃厚な甘さの梨
南水まつり

幻の高級魚“キジハタ”
の稚魚1,000尾
奈古・鹿島沖へ初放流

秋の味覚 山の幸を満喫!!　
～福賀で自然探訪ときのこ狩り～

秋の味覚 山の幸を満喫!!　
～福賀で自然探訪ときのこ狩り～

　爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
8
日
、
福

賀
亀
尻
で
恒
例
の
〝
自
然
探
訪
と
き
の
こ
狩
り
〞

（
主
催
：
阿
武
町
林
業
振
興
会
・
会
長

　木
村 

誠
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
32
回
目
を
迎
え
根
強
い
フ
ァ
ン
も

多
く
、
県
内
外
か
ら
47
人
が
参
加
し
「
毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト

が
楽
し
み
」
と
の
声
も
。

　参
加
者
は
山
を
散
策
し
、
た
く
さ
ん
の
き
の
こ
を
採
取
。

全
員
で
採
取
し
た
き
の
こ
は
約
60
種
に
の
ぼ
り
ま
し
た
が
、

き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
井
上
祐
一
さ
ん
と
山
口
な
ば
の
会

の
川
口
泰
史
さ
ん
に
よ
る
鑑
定
の
結
果
、
食
べ
る
こ
と
が
出

来
る
の
は
た
っ
た
の
４
種
類
と
の
説
明
に
、
驚
き
を
隠
せ
な

い
様
子
で
し
た
。

　昼
食
は
、
飯
ご
う
炊

飯
で
ム
カ
ゴ
き
の
こ
ご

飯
を
炊
き
、
振
興
会
の

お
母
さ
ん
た
ち
よ
り
き

の
こ
汁
が
振
る
舞
わ

れ
、
秋
の
味
覚
に
舌

鼓
。
自
然
に
囲
ま
れ
秋

を
満
喫
し
、
笑
顔
溢
れ

た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

大
き
く
育
て
と
願
い
を
込
め
て

福賀梨生産組合長　水津明文さん
南水は、糖度が高
くシャキッとした
歯ごたえが特徴。
日持ちもするので
２～３週間の保存
が可能で、とって
もおいしいです！

稚魚を受け取る漁協奈古支店
水津運営委員長
稚魚を受け取る漁協奈古支店
水津運営委員長

キ
ジ
ハ
タ
の
稚
魚

（
５
㎝
）

梨
の
皮
む
き
大
会
で
見
事
３
連

覇
を
達
成 

江
波
久
実
子
さ
ん

（
左
後
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
周
南

市
）
記
録
は
2
m
67
㎝

きのこ狩り楽しいっ!
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku02@town.abu.lg.jp

　昨
年
阿
武
町
で
開
催
さ
れ
た
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体

障
害
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
記
念
し
、
障
害
者
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
10
月
７
日
、
阿
武
小
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
１
回
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
昨
年
よ
り
打
診
を
受
け
実
現
し
た
今
大
会
に
は
、
山

口
国
体
の
時
と
同
じ
阿
武
町
シ
ニ
ア
、
西
京
ス
タ
ー

ズ
、
山
口
県
選
抜
、
福
栄
レ
デ
ィ
ー
ス
の
４
チ
ー
ム
が

参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
阿
武
町
シ
ニ
ア
監

督
の
岡
久
雄
さ
ん
は
「
８
月
か
ら
の
少
な
い
練
習
回
数

で
は
あ
っ
た
が
、
み
ん
な
で
よ
く
ま
と
ま
っ
て
試
合
に

望
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
は
勝
て
た
の
が
う
れ
し
い

ね
！
」
と
話
し
、
次
回
大
会
開
催
へ
の
期
待
も
語
ら
れ

ま
し
た
。

★
優
秀
選
手

　西
京
ス
タ
ー
ズ

　
　池
永
智
宏

　
　
　
　
　
　山
口
県
選
抜

　
　
　原

　寛
幸

　
　
　
　
　
　福
栄
レ
デ
ィ
ー
ス

　中
村
眞
緖

　
　
　
　
　
　阿
武
町
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

 

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　小
野
道
雄

 
 

 

　ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
ゥ
」

と
、
日
本
唯
一
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
ス
タ

イ
ル
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
「B

L
A
C
K
  

BO
TTO

M
  BRA

SS  BA
N
D

（
以
下

B
B
B
B

）」
が
共
演
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が

10
月
７
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

B
B
B
B

が
演
奏
の
時
い
つ
も
大
切
に
し

て
い
る
と
い
う
「
パ
レ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
」

が
阿
武
町
で
炸
裂
。
観
客
席
上
段
か
ら
の

登
場
に
、
観
客
は
驚
き
な
が
ら
も
奏
者
と

の
距
離
の
近
さ
と
リ
ズ
ム
に
ノ
リ
ノ
リ
。

ま
た
、
一
昨
年
デ
ュ
エ
ッ
ト
ゥ
の
木
内
さ

ん
が
作
曲
さ
れ
た
「
ほ
ほ
え
み
の
阿
武

町
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
、
こ
の
た
び
小
田

教
育
長
が
詞
を
加
え
、
阿
武
小
学
校
６
年

生
と
あ
ぶ
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
り
合
唱
さ
れ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
奈
古
高
校

吹
奏
楽
部
の
生
徒
も
演

奏
に
参
加
し
、
奏
者
と

観
客
が
一
体
と
な
っ
て

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
展

開
。
終
了
後
観
客
か
ら

は「
感
動
し
た
！
」「
ま

た
観
に
き
た
い
！
」
と

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

「おいでませ！山口国体記念」障害者ソフトボール交流大会

阿武町シニアと西京スターズの試合

◆試合結果
阿武町シニア　　10ー７　西京スターズ
福栄レディース　 ７ー６　山口県選抜
山口県選抜　　　10ー８　阿武町シニア
福栄レディース　 ７ー５　西京スターズ

BLACK BOTTOM BRASS BAND

デュエットゥ

フィナーレは
出演者全員で

魂に響く感動のコンサート！魂に響く感動のコンサート！

デュエットゥ＆
BLACK BOTTOM BRASS BAND

LIVE in 阿武町

デュエットゥ＆
BLACK BOTTOM BRASS BAND

LIVE in 阿武町

ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ト
ム

　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ス

　
　
　
　
バ
ン
ド

阿武小６年生＆あぶハーモニー「ほほえみの阿武町」
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　「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
で
、
ち
ょ
っ
と
の
ん
び
り
せ

ん
？
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、〝
そ
う
だ
！
阿
武
町

に
行
っ
て
み
よ
う
ツ
ア
ー
〞（
主
催
：
阿
武
町
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
）
が
10
月
６
〜
８
日
の

３
日
間
阿
武
町
内
で
行
わ
れ
、
東
京
・
神
奈
川
・
岡

山
・
島
根
か
ら
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　ツ
ア
ー
１
日
目
で
は
木
村
菊
人
さ
ん
の
組
木
工
房

や
、
西
村
拓
史
さ
ん
の
ほ
う
れ
ん
草
畑
な
ど
を
見
学
。

２
日
目
に
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
や
宇

田
郷
散
策
、
奈
古
の
キ
ウ
イ
畑
を
見
学

し
、
３
日
目
は
福
賀
で
行
わ
れ
た
〝
自

然
探
訪
と
き
の
こ
狩
り
〞
に
参
加
し
ま

し
た
。

　参
加
者
は
普
段
な
か
な
か
お
目
に
か

か
れ
な
い
自
然
の
産
物
と
地
域
の
人
の

温
も
り
に
感
動
し
た
様
子
で
、
別
れ
際

に
は
「
ま
た
必
ず
来
る
か
ら
ね
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

おばあちゃんちで、ちょっとのんびりせん？「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
で
、

ん
？
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

おばあちゃんちで、ちょっとのんびりせん？

そうだ！阿武町に
行ってみようツアー開催

木村さんの組木日本地図作りを見学シーカヤックで鹿島へ イラオの名水を試飲



表
彰
席

16
秒
４

★
５
年
女
子

　後
根

　愛（
阿
武
）

16
秒
３

★
６
年
男
子

　中
村
龍
人（
阿
武
）

15
秒
５

★
６
年
女
子

　小
野
舞
夕（
阿
武
）

17
秒
０

【
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

★
５
年
男
子

　大
津
隆
也（
阿
武
）

11
秒
２

★
５
年
女
子

　稲
川
理
子（
阿
武
）

13
秒
１

★
６
年
男
子

　直
江
隼
人（
福
賀
）

11
秒
８

★
６
年
女
子

　池
田
理
沙（
阿
武
）

12
秒
７

【
１
０
０
０
ｍ
走
】

★
５
年
男
子

　森

　優
大（
阿
武
）

４
分
５
秒
４

★
５
年
女
子

　稲
川
理
子（
阿
武
）

４
分
26
秒
３

★
６
年
男
子

　中
村
龍
人（
阿
武
）

３
分
48
秒
９

★
６
年
女
子

　小
野
舞
夕（
阿
武
）

４
分
15
秒
２

【
走
り
高
跳
び
】

★
５
年
男
子

　森

　優
大（
阿
武
）

１
０
９
㎝

★
５
年
女
子

　稲
川
理
子（
阿
武
）

１
０
３
㎝

★
６
年
男
子

　藤
村
亮
太（
阿
武
）

１
０
６
㎝

★
６
年
女
子

　高
村
夏
未（
福
賀
）

１
０
３
㎝

【
走
り
幅
跳
び
】

★
５
年
男
子

　増
田

　楽（
阿
武
）

２
７
７
㎝

★
５
年
女
子

　後
根

　愛（
阿
武
）

２
９
８
㎝

★
６
年
男
子

　近
藤
洸
平（
阿
武
）

３
２
３
㎝

★
６
年
女
子

　阿
武
汐
音（
阿
武
）

２
９
８
㎝

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

★
５
年
男
子

　大
野
直
輝（
阿
武
）

41
ｍ

★
５
年
女
子

　田
中
胡
実（
阿
武
）

22
ｍ

★
６
年
男
子

　杉
山

　諒（
阿
武
）

49
ｍ 

★
６
年
女
子

　清
水
今
日
佳（
阿

武
）
24
ｍ

【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
２
０
０
m

ト
ラ
ッ
ク
）】

★
５
年
男
子

　阿
武
小

　１
分
９

秒
８

★
５
年
女
子

　阿
武
小

　１
分
11

秒
８

★
６
年
男
子

　阿
武
小

　１
分
６

秒
６

　

★
６
年
女
子

　阿
武
小

　１
分
10

秒
８

★
５
・
６
年
混
成

　福
賀
小

　１

分
11
秒

10
月
５
日
、
12
日

　５
チ
ー
ム
・

阿
武
小
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

★
優

　勝

　フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ン
ク

ラ
ブ

★
準
優
勝

　小
田
建
設

平
成
24
年
度 

優
良
運
転
者

・
優
良
団
体
表
彰（
敬
称
略
）

平
成
24
年
度
阿
武
小
・

福
賀
小
交
流
陸
上
競
技
大
会

Ａ
Ｂ
Ｕ
３

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
町
表
彰
（
阿
武
町
交
通
安
全
対

策
協
議
会
長
表
彰
）】

●
H
24
交
通
安
全
功
労

★
小
田
穣
一
（
寺
東
）

★
故 

河
野
幸
彦
（
美
浜
）

【
中
国
５
県
表
彰
（
中
国
管
区
警

察
局
長
・
中
国
５
県
交
通
安
全
協

会
長
連
名
表
彰
）】

●
H
24
優
良
運
転
者

★
茂
刈
接
佐
（
惣
郷
）

【
県
表
彰
（
県
警
本
部
長
・
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
H
24
優
良
運
転
者

★
野
村
定
夫
（
宇
田
浦
）

【
地
区
表
彰
（
萩
警
察
署
長
・
萩

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
H
24
優
良
運
転
者

★
田
中
照
子
（
木
与
）

★
小
田

　勇
（
宇
久
）

★
小
野
和
美
（
上
郷
）

★
田
中
勤
吾
（
新
田
）

★
田
中
啓
司
（
中
村
）

★
白
石
益
登
（
宇
田
中
央
）

【
協
会
長
表
彰
（
萩
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
）】

●
H
24
優
良
団
体
・
事
業
所

★
有
限
会
社
吉
岡
土
建

●
H
24
優
良
運
転
者

★
柴
﨑
カ
ツ
エ
（
東
方
）

★
矢
次
清
子
（
土
）

★
藤
本
博
實
（
大
里
）

★
上
村
恭
子
（
宇
生
賀
中
央
）

★
藤
田
繁
子
（
宇
生
賀
中
央
）

★
倉
田
吉
次
（
上
笹
尾
）

★
竹
内
宏
子
（
宇
田
地
）

★
村
木
眞
砂
栄
（
宇
田
浦
）

★
茂
刈
宏
枝
（
惣
郷
）

★
清
水
達
郎
（
宇
田
中
央
）

●
H
24
標
語
の
部
（
銀
賞
）

『
ち
ょ
っ
と
待
て
!! 

あ
せ
る
な 

急
ぐ
な 

飛
び
出
す
な
』

★
稲
川
理
子
（
水
ヶ
迫
）

10
月
10
日

　阿
武
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
１
０
０
ｍ
走
】

★
５
年
男
子

　大
津
隆
也（
阿
武
）

町表彰を受ける
小田さん（手前）と河野さん

が
ん
ば
れ
阿
武
町
っ
子

60ｍハードル

400mリレー優勝したフィールドマンクラブ
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奈
古
さ
つ
き
婦
人
学
級
９
月
講
座
開
催

　「
あ
の
時
こ
う
し
と
け
ば
良
か
っ
た
。」
と
歯
の
大
切

さ
を
も
う
一
度
考
え
る
年
代
な
の
で
は
？ 

　９
月
12
日
に
開
催
し
た
奈
古
さ
つ
き
婦
人
学
級
９
月
講

座
で
は
、
中
本
真
弓
歯
科
衛
生
士
に

「
歯
か
ら
は
じ
ま
る
健
口
に
つ
い
て
〜

も
う
一
度
歯
の
大
切
さ
と
磨
き
方
〜
」

と
題
し
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「『
歯
っ
て
こ
ん
な
も
の
か
な
ー
。』と

放
っ
て
お
か
ず
、
定
期
的
に
歯
医
者
さ

ん
に
行
き
、
磨
き
方
等
を
教
え
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
歯
は
長
持
ち
し
ま
す
。

睡
眠
中
は
、
唾
液
の
分
泌
量
が
減
り
菌

が
繁
殖
し
や
す
く
な
る
の
で
、
よ
く
歯

を
磨
い
て
か
ら
寝
ま
し
ょ
う
。」
と
話

さ
れ
、
歯
の
磨
き
方
も
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
９
月
講
座
開
催

　奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
９
月
講
座
を
９
月
20
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
福
の
里
女
性
部
の
伊
藤

米
子
さ
ん
と
中
野
逸
子
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
「
手
打
ち
そ
ば
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　そ
ば
打
ち
が
初
め
て
の
メ
ン
バ
ー

も
２
回
目
の
メ
ン
バ
ー
も
、
そ
ば
打

ち
名
人
で
あ
る
伊
藤
さ
ん
の
丁
寧
な

ご
指
導
の
も
と
、
上
手
に
打
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　え
び
天
・
青
し
そ
天
・
ポ
ー
チ
ド

エ
ッ
グ
・
な
め
こ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

て
、
と
て
も
お
い
し
い
天
ぷ
ら
そ
ば

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

高
齢
者
教
室
で
歯
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ

　９
月
分
の
高
齢
者
教
室
が
９
月

19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
役
場
民
生
課
が
保
健

事
業
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
歯
の
健
康
」
に
つ
い

て
、
和
田
歯
科
医
院
の
和
田
幸
子

先
生
を
講
師
に
、「
歯
と
か
ら
だ

と
こ
こ
ろ
の
健
康
〜
福
賀
に
暮
ら

す
と
い
う
こ
と
〜
」
と
題
し
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　か
む
こ
と
の
大
切
さ
や
年
と
共
に
口
の
中
も
変
化
し
て

い
く
の
で
毎
日
の
チ
ェ
ッ
ク
で
そ
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
具
体
例
を
交
え
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
も
口
の
中
の
手
入
れ
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

震
災
の
怖
さ
を
改
め
て
実
感

婦
人
会
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
合
同
研
修
視
察

　福
賀
婦
人
会
と
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
女
性
部
福
賀
支
部

合
同
の
研
修
視
察
が
10
月
２
日
・
３
日
の
一
泊
二
日
の
日

程
で
大
阪
・
神
戸
両
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　１
日
目
の
大
阪
市
内
研
修
で
は
参
加

者
が
３
つ
の
コ
ー
ス
に
別
れ
て
、
各
商

業
施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　２
日
目
の
神
戸
市
内
研
修
で
訪
れ

た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
機
に
設
置
さ

れ
た
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
東
日
本
大
震
災
関
連
の
展
示
も
同

時
に
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の
大
震
災
を

通
じ
て
、
防
災
・
減
災
対
策
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

「
秋
祭
り
・
野
山
に
響
く
笛
、
太
鼓
」

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　９
月
20
日
、
宇
田
ふ

れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
第
67
回
「
秋
祭

り
・
野
山
に
響
く
笛
、

太
鼓
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　〝
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
〞
と
言
い
ま
す
が

朝
夕
は
め
っ
き
り
と
涼

し
く
な
り
、
大
会
当
日

の
夜
も
半
袖
姿
は
な

く
、
み
な
さ
ん
長
袖
姿
で
こ
の
大
会
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
と
き
お
り
風
が
吹
き
観
戦
者
は
肌
に
寒
さ
を
感
じ
ま

し
た
が
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
加
者
は
寒
さ
も
気

に
せ
ず
楽
し
ん
で
ゲ
ー
ム
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

【
フ
リ
ー
の
部
】

　優

　勝

　中
村

　晶
男
（
宇
田
中
央
）

　準
優
勝

　光
永

　哲
男
（
山
口
市
）

　３

　位

　白
石

　修
照
（
宇
田
中
央
）

【
レ
デ
ィ
の
部
】

　優

　勝

　柳
井

　洋
子
（
宇
田
中
央
）

　準
優
勝

　伊
藤

　佐
登
子
（
宇
田
中
央
）

　３

　位

　清
水

　紀
美
子
（
宇
田
浦
）

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】

　優

　勝

　齋
賀

　良
子
（
宇
田
浦
）

　準
優
勝

　白
石

　益
雄
（
宇
田
中
央
）

　３

　位

　嶋
戸

　絹
江
（
宇
田
浦
）



　来年度の入学児童は、１年生女子１名になります。
来年度ピカピカの１年生になる年長さんは、走り終わ
った後に５・６年生の騎馬に乗って、お披露目と自己
紹介をしました。みんな、入学してくるのを楽しみに
待っています。
　また、「金メダルをねらえ」の団体戦も園児と一緒
に練習から取り組み、当日も精一杯競技しました。

教育のひろば

魅せろ福賀魂！
～心を一つに集めて～
魅せろ福賀魂！

～心を一つに集めて～
魅せろ福賀魂！

～心を一つに集めて～
保育園・小学校連携

　小学生・中学生の運動会実行委員を中心にして夏休み前から計画を立て、準備をして
きました。当日は、競技や応援合戦で火花を散らしました。今年はまれにみる接戦で、
終わってみれば赤白同点、両組の優勝となりました。

小学校・中学校連携！！ 赤白同点優勝！！

　今年も「みんな集まれ！」の競技では、赤白それ
ぞれのブルーシートの上にどれだけたくさんの地域
の人を集めて乗ってもらうかを競いました。各チー
ムのシートに乗ってもらうために各地区のテントを
回って人を集めました。児童・生徒たちの呼びかけ
で、会場の方々がほとんどみんな集りました。その

結果、赤が１０８人、白が９３人と合計２０１名の方に参加していただくことができました。
　また、今年は、地域の方々と一緒に競技する、「玉入れ」「借り物競争」「かがやけオ
ールスターリレー」も実行委員会を中心に企画され、地域の方々とのふれあいがより深
まった運動会になりました。

福賀地域との連携

　赤組のシンボルキャラクターは「ファ
イヤーライオン」。「燃えろ赤組、大胆
に行くぞ！」を合言葉に、熱く燃えまし
た。応援の部では見事に優勝しました。

　白組はシンボルキャラクター「舞竜」
を掲げ、「竜のごとく舞い上って魅せま
しょう！」のテーマのもと、チームワー
クで勝負しました。

福賀地区秋季大運動会（福賀小学校・福賀中学校）
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吹
奏
楽
部「
デ
ュ
エ
ッ
ト
ゥ

＆
ブ
ラ
ッ
ク・ボ
ト
ム・

ブ
ラ
ス・バ
ン
ド 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

　
　ｉｎ 

阿
武
町
」に
出
演

シリーズ　奈古高はいま

　９
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
の
４

日
間
、
本
校
２
年
生
35
名
が
、
東

京
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
ま
で
東
京
に
行
っ
た

こ
と
の
あ
る
生
徒
は
３
名
し
か
お

ら
ず
、
み
ん
な
わ
く
わ
く
・
ド
キ

ド
キ
の
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。　１

日
目
は
、
浅
草
・
浅
草
寺
を

散
策
し
、
夜
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を

見
学
し
ま
し
た
。
地
上
３
５
０
ｍ

か
ら
見
る
夜
景
は
と
て
も
す
て
き

な
も
の
で
し
た
。

　２
日
目
は
、
国
立
科
学
博
物
館

に
行
き
、
地
球
環
境
や
生
物
の
進

化
、
宇
宙
科
学
な
ど
様
々
な
貴
重

な
資
料
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
東
京
都
内
を
班
別
に
自
主
研

修
し
、
渋
谷
・
新
宿
・
池
袋
・
秋

葉
原
な
ど
、
計
画
に
従
っ
て
見
学

し
た
り
、
体
験
し
た
り
、
時
間
を

有
効
に
活
用
し
見
聞
を
深
め
ま
し

た
。
首
都
東
京
の
大
き
さ
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、
交
通
網
の
発
達

に
戸
惑
う
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、

み
ん
な
東
京
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　３
日
目
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
（
Ｔ
Ｄ
Ｌ
）
で
の
自
主
研

修
で
し
た
。
Ｔ
Ｄ
Ｌ
は
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
一
色
に
彩
ら
れ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　最
終
日
は
、
台
風
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
も
の
の
無
事
、
お
台
場
を

見
学
し
て
、
修
学
旅
行
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　高
校
生
活
で
最
も
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
修
学
旅
行

で
、
様
々
な
体
験
を
し
、
と
て
も

思
い
出
深
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
今
回
の
目
的
の
一
つ
に

『
感
謝
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し

た
が
、
生
徒
は
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
保
護
者

へ
感
謝
の
念
を
抱
い
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

　10
月
７
日（
日
）、
デ
ュ
エ
ッ
ト

ゥ
と
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ト
ム
・
ブ
ラ

ス
・
バ
ン
ド
（
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
）
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ

ー
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
デ
ュ
エ
ッ
ト
ゥ
は
女
性
２
名

に
よ
る
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
、
Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ
は
男
性
７
名
に
よ
る
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
で
と
も
に
、
国
内
外
で
活

躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
地
元
阿
武
町
の
人
々

も
参
加
す
る
形
の
コ
ン
サ
ー
ト
と

し
て
、
本
校
吹
奏
楽
部
も
第
３
部

に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
の
皆
さ
ん
と
、

『
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
』『
残
酷
な
天
使

の
テ
ー
ゼ
』
の
２
曲
を
共
演
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
会
場
よ
り
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
出
演
者
全

員
に
よ
る
『
聖
者
の
行
進
』
の
演

奏
で
し
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
の
方
た
ち

と
、
ホ
ー
ル
内
を
２
列
に
分
か
れ

て
行
進
を
し
な
が
ら
演
奏
を
す
る

パ
レ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
の
演
奏
を
、

本
校
吹
奏
楽
部
と
し
て
初
め
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
会
場
中
全
員
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
の
皆
さ
ん
と
は
３
年

前
に
も
一
緒
に
演
奏
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
事

前
に
２
日
に
渡
り
合
同
で
練
習
す

る
時
間
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
も
大
い
に
楽
し
み
、
収

穫
が
多
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
感
謝
」の
修
学
旅
行

　
　２
年
生
が
関
東
方
面
へ

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

浅
草
寺

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習

パ
レ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
で
の
演
奏

B
B
B
B
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
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石川栄養士

お
皿
に
盛
り
付
け

す
る
香
菜
さ
ん

き
ゅ
う
り
を
薄
切

り
に
す
る
翼
く
ん

● 薬剤師の仕事とは・・・
・病院などから指示された薬の処方
・一般市販薬の販売
・薬の効能・副作用など薬についての相談
・学校薬剤師としての役割（照明や水質管理など）
● お薬手帳ご存知ですか？

　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、小中学生とその保護者を対象に地元食材を使ったアイデ
ア料理を募集し、その１次審査（書類審査）を９月11日（火）に行いました。その後、１次審査を通過
した４組のみなさんにお集まりいただき、２次審査（試食審査）を９月29日（土）に町民センターで行
いました。少し緊張気味にスタートした２次審査でしたが、自慢のアイデア料理を一生懸命に、そして
楽しそうに料理されるみなさんの姿が印象的で、みなさんのがんばる姿に感動した２次審査でした。ど
のメニューもとてもすばらしかったので、今後、部門ごとの２つのメニューとも学校給食で献立になっ
たり、道の駅阿武町食事処「憩」でメニュー化されることになりました。ぜひ、楽しみにしていてくだ
さいね。みなさんのご応募、本当にありがとうございました！
【審査結果】学校給食部門：最優秀賞「さっぱりきゅうりと豚肉のしょうが焼」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿武小２年　高橋　翼くん・めぐみさん
　　　　　　憩部門：最優秀賞「あぶ特産春巻」　　阿武中１年　若松屋総太郎くん・久美さん
【審査員】斎藤教育委員会局長　金田経済課長　道の駅阿武町田中支配人　松﨑学校栄養教諭

くぼた薬局 薬剤師　久保田 龍裕さん 

お薬について、いろいろなことを身近
にご相談ください！みなさんも、ぜひ
『かかりつけ薬局』をもちましょう！

　お薬手帳とは・・・
　自分が飲んだ薬の名前・量の記録を残しておく
　ことのできる手帳です。
　お薬手帳の使い方
　自分が飲んだ薬がわかるようにしておきます。
・病院や薬局でもらったお薬手帳のシールを貼る
・市販の薬で飲んだものも書き留めておく
　お薬手帳のメリット
・緊急時にすぐに飲んでいる薬がわかり対応が早
　くできる（東日本大震災でも役立ちました）
・今までの薬の経過がわかる
・違う病院で同じ薬・同じ効能の薬が出ていない
　か把握できる

薬局はもちろん、病院でももらえます！
自分の健康管理のためにお薬手帳を使っ
てみませんか？

【最優秀賞】
さっぱりきゅうりと豚肉のしょうが焼

【最優秀賞】
あぶ特産春巻

ほ
う
れ
ん
草
を

切
る
紘
太
郎
く
ん

春
巻
の
具
を
炒

め
る
総
太
郎
く
ん

金子保健師
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　今回は９月１９日に行われた『収穫したさつまいもをお

いしく食べよう（放課後子ども教室でのさつまいもクッ

キング）』について、小田千菊（宇久）がご紹介します。

　この日、クッキングに使ったさつまい
もは、阿武町生活改善実行グループ連絡
協議会が子どもわくわく体験交流会を開
催し、５月に放課後子ども教室の子ども
たちと一緒に苗を植えたものです。
　今回、９月１９日（水）の運動会の代休
日を利用して１年生から６年生までの放
課後子ども教室の３７人の児童が集ま
り、さつまいもを収穫し、「収穫したさ
つまいもをおいしく食べよう」をテーマ
にいろいろな料理を作りました。

　今回のメニューは「さつまいもサラダ・いも天・おいも
コロコロ鬼まんじゅう・三色むすび」です。１年生から３
年生はおいもを洗ったり、３年生から６年生までがおいも
を切ったりと、学年ごとに無理のないように担当を決め
て、指導員とヘルスメイト５人が調理を見守りました。特
にさつまいもは固くて切りにくいので、ふざけたりしない
ように正しく包丁を使うように指導しました。

収穫する感動を体験
した子どもたち！

みんなではりきっておいも
を洗いました。おいしいお
料理を作るぞ！

　今回の活動で子どもたちは、いもの収穫を通して旬を学び、調理をすることにより旬のものを食
べるおいしさを知り、食べ物の大切さを学んだことと思います。子どもたちはみんな笑顔いっぱい
で、家庭ではなかなかできない体験を多くの団体が連携して実施することができました。今回のク
ッキングを実施するにあたり、協力していただいたみなさんに感謝申し上げます。

暑
い
中
、
み
ん
な
で
が
ん
ば

っ
て
、
慎
重
に
お
い
も
掘
り

を
し
ま
し
た
！

油に気をつけながら、いも天を
揚げるのは上級生の仕事です！

大量の３色むすび（ゆかり、
わかめ、塩）を作りました。

手を切らないように指導員
の先生が見守られています！
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　平成２４年１０月から「障害者虐待防止法」が
施行されました。この法律は、虐待によって障
害者の権利や尊厳がおびやかされることを防ぐ
法律です。
　これをうけて、障害者の虐待に関する相談・
通報等の相談窓口が開設されました。

◆対象者
　身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を
含む）のある人や、心身の機能の障害や社会的
障壁により、継続的に日常生活又は社会生活が
困難で、支援が必要な人を対象としています。
（障害者手帳を取得していない場合も含まれま
す。）

　　相談・お問い合わせなど、
　　　お気軽にご連絡ください。

＜相談窓口＞
役場民生課介護福祉係　☎２－３１１５　　

障害者の虐待に関する
相談窓口が開設されました
障害者の虐待に関する
相談窓口が開設されました

　動物から人に感染する病気の総称です。この
中には、人も動物も重症になるもの、動物は無
症状で人が重症になるものやその逆もあります。
　現代のように、交通手段が発展し人とものの
移動の量や範囲が拡大し、野生動物をペット化
したりする中で、今まで未知であった感染症が
明らかになったり、忘れられた感染症がその勢
いを取り戻しています。
　動物由来感染症が、人へ感染する原因は、噛
まれたり、舐められたり、引っかかれて直接う
つる場合と、ダニや蚊、ノミ、ハエなどを介し
て間接的にうつる場合があります。
　感染症を防ぐためには、次のようなことに気
をつけましょう。
・狂犬病の予防接種など必要な予防接種は受け
　ましょう。
・感染症について正しい知識を身につけましょう
・過剰なふれあいは控えましょう
・動物に触ったら、手を洗いましょう
・動物の身の回りは清潔にしましょう
・公園や砂場で遊んだら手を洗いましょう
◆問い合わせ先
　役場民生課 環境保健係　☎２－３１１３

役場民生課 ☎２-3115または☎2-3113まで

動物由来感染症ご存じですか？
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阿武町本人通知制度登録申込書    
本人確認書類（運転免許証、写真入り住基カード等）
登録者が自署押印した委任状
代理人の本人確認書類（運転免許証、写真入り住基カード等）

　この「本人通知制度」は、阿武町に住民登録や本籍のある方（あった方）が、あらかじめ登録してお
けば、住民票の写しや戸籍謄本等を第三者（本人の代理人や本人以外の方）に交付したとき、その交付
した事実を、登録者本人にお知らせする制度で、平成24年11月1日から実施します。
　この制度により、不正請求の抑止や不正取得による個人の権利の侵害防止が期待できます。

１．本人通知制度の流れ
（１）登録申し込み……通知を希望される方は、役場住民課又は各支所にて登録申し込みをします。
（２）登録名簿へ登録……申し込みにより、登録名簿に登録します。
（３）第三者からの交付請求……請求書の内容を審査して、不備がなければ交付します。
（４）登録者への通知……登録申し込みされた方に、交付した事実をお知らせします。
（５）開示請求……さらに詳しい内容がお知りになりたい場合は、本人確認ができる書類をご持参のう
　　　　　　　　　え、ご来庁ください。
　※第三者からの交付請求とは、本人の代理人又は本人以外の方が住民票や戸籍等を請求することをい
　　います。

２．登録申し込みのできる方（平成24年11月1日～）
　阿武町に住民登録がある方（過去にあった方）、並びに阿武町に本籍がある方（過去にあった方）。

３．登録手続き
　下記の○印のついた書類及び認印を持って、役場住民課又は各支所にて手続きをお願いします。

　※郵送による登録は、他市町村にお住まいの方、疾病その他やむを得ない理由により、
　　直接申し込みができない方とします。

４．登録期間
　○登録した日の翌日から起算して３年を経過した日の属する１２月３１日まで

５．登録した人への通知
　○交付対象となる証明書
　　・住民票の写し、住民票記載事項証明書、戸籍附票の写し
　　・戸籍謄本・抄本、除籍謄本・抄本、改製原戸籍謄本・抄本、戸籍記載事項証明書
　○通知内容
　　・交付年月日
　　・交付した証明書の種別及び通数
　　・交付請求者の種別（本人の代理人又は第三者の別） 
　　　（本人の代理人又は第三者の記載であり交付請求者の氏名、住所等は通知しません。）
　○通知対象とならないもの 
　　・本人同一世帯者からの住民票請求
　　・同一戸籍に記載されている方、直系尊属、直系卑属者からの戸籍請求
　　・国や地方公共団体からの公用請求

　●問い合わせ先　役場住民課住民係　☎２－０５００

住民票の写し等の第三者交付に係る
「本人通知制度」が始まります

本人登録
○
○

必　　要　　書　　類 代理人登録
○

○
○

郵送による登録
○
○
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●国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
　（その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が該当します。）
●この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています
ので、平成24年１月１日～９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」が本年10月下旬～11月上旬までに日本年金機構から送付されます。
年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。
　　なお、10月１日～12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には、来年
の１月下旬に送付されます。
●ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加えるこ
とができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してください。
　　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示さ
れている専用ダイヤルへお問い合わせください。
■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　　役場住民課住民係　　　　　☎２－０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

年金のたより

■
日
時

　11
月
25
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　森
の
館
萩（
福
井
下
、
阿
武
萩
森
林
組
合
）

■
内
容

　バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
、
イ
ガ

栗
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
、
丸
太
早
積
み
ゲ
ー
ム
、木

工
ク
ラ
フ
ト
、
木
工
教
室
、
椎
茸
駒
打
ち
、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
も
ち
ま
き
な
ど
　

※

各
地
域
の
特

産
品
販
売
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
主
催

　萩
地
域
林
業
振
興
会
連
絡
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　萩
農
林
事
務
所
　森
林
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　☎
０
８
３
８
ー
22
ー
３
３
６
６

　萩
税
務
署
で
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」の
行
事

と
し
て
、
管
内
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
応

募
し
て
い
た
だ
い
た
租
税
作
品
（
絵
は
が
き
・
作

文
・
習
字
）
を
展
示
し
ま
す
。

◆
展
示
場
所
・
期
間

・
ア
ト
ラ
ス
萩
店
１
階
　11
／
３（
土
）〜
８（
木
）

・
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
　11
／
10（
土
）〜
11（
日
）

　管
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象
に
し
た

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
場
所
・
日
時

・
萩
市
須
佐
総
合
事
務
所
３
階
大
会
議
室

　11
／
15（
木
）
　午
前
10
時
〜
正
午

・
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

　11
／
16（
金
）
　午
前
10
時
〜
正
午

　「
不
正
ガ
ソ
リ
ン
」と
は
、
正
規
の
ガ
ソ
リ
ン
に

ガ
ソ
リ
ン
以
外
の
も
の（
灯
油
な
ど
）を
混
ぜ
た
も

の
で
、
車
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、

揮
発
油
税
の
脱
税
行
為
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
ガ
ソ
リ
ン
に
何
か
を
混
ぜ
て
販
売
し
て
い
る
噂

を
聞
い
た
　

◎
ガ
ソ
リ
ン
給
油
後
、
車
の
調
子
が
お
か
し
い

（
例
）
○
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
に
く
く
な
っ
た

　
　
　○
走
行
中
、
ノ
ッ
キ
ン
グ
す
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
　○
加
速
性
や
燃
費
が
悪
く
な
っ
た

　
　
　○
排
気
ガ
ス
の
色
や
ニ
オ
イ
が
お
か
し
く
な
っ
た

◎
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
時
に
、
変
な
ニ
オ
イ
が
し
た

◆
広
島
国
税
局
『
不
正
ガ
ソ
リ
ン
１
１
０
番
』
は

　
　0
1
2
0
―
2
8
3
―
1
1
0 
で
す

■日時　11/10（土）、11（日）午前9時30分～午後3時
■場所　「福の里直売所」福賀の国道315号沿
■内容　◆もちまき：両日午前11時30分～　◆販
売コーナー：新鮮野菜、うもれ木の郷とうふ、手
作りパンなどの加工品などの販売　◆飲食コーナ
ー：手打ちそば（福賀産そば粉100％）、ぜんざ
い（福賀産あずき）　◆体験コーナー：杵つきも
ち体験・きな粉挽き体験・野菜直採り体験（有料）
◆その他：国道315・376号沿線の各朝市・直
売所で、特産品の販売や抽選で地域特産品が当た
るスタンプラリー等のイベントを開催
　ぜひ、ご家族・お友達同士でご来場ください！
■問い合わせ先　役場経済課　☎２－３１１４

阿
武
川
流
域

森
林
だ
く
さ
ん
祭
り
２
０
１
2

〜
森
の
恵
み
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

○「
税
を
考
え
る
週
間
」11
／
11（
日
）〜
17（
土
）

○
年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

○
不
正
ガ
ソ
リ
ン
に
関
す
る

　
　情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！！

萩
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

恒例のルーラル３１５・３７６
フェスタを福の里で開催！



萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関
する相談を受け付けています。
☎0120－506－322
（通話料・相談料無料）
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休日当番医

お し ら せ

10月28日（日）

11月4日（日）

11月11日（日）

10月21日（日）

11月3日（土）

緊急の場合は１１９番

女
と
男
の
一
行
詩

「
手
伝
っ
て
」
っ
て

　言
う
け
れ
ど

　弟
も
い
る
よ

　お
母
さ
ん

ひ
と

ひ
と

▼
日
時

　11
月
18
日（
日
）
　午
前
９

時
15
分
〜
午
後
２
時
40
分

▼
場
所

　山
口
県
立
萩
総
合
支
援
学

校
▼
内
容

　児
童
・
生
徒
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
作
品
展
示
、
育
友
会
バ
ザ

ー
、
食
堂
、
喫
茶
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　山
口
県
立
萩
総
合
支
援
学
校
（
担

当
：
新
開
・
三
好
）

　☎
０
８
３
８
―
25
―
７
２
８
０

 

本
町
で
初
め
て
人
権
の
推
進
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
前
半
は
、
人
権
の

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
や
作
文
・

人
権
の
花
運
動
の
発
表
を
行
い
ま

す
。
後
半
は
、
記
念
講
演
「
地
球
の

ス
テ
ー
ジ
３
＋
復
興
編
」
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
先
月
配
布
し
ま
し

た
チ
ラ
シ
や
町
民
セ
ン
タ
ー
・
支
所

の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
当
日
は
整
理
券
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
残
り
席
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
お
早
め
に
お
求
め
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

　11
月
10
日
（
土
）
午
後
１

時
20
分
〜
４
時
10
分

▼
場
所

　阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー

　

文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

▼
入
場
整
理
券
配
布
場
所

　阿
武
町

町
民
セ
ン
タ
ー
・
役
場
住
民
課
・

各
支
所
・
道
の
駅
「
阿
武
町
」
発

祥
交
流
館

※
人
権
の
花
運
動
と
は
？

　人
権
擁
護
委
員
さ
ん
な
ど
が
地
元

の
小
学
校
に
出
向
い
て
配
布
さ
れ

た
花
の
種
や
球
根
な
ど
を
、
児
童

が
協
力
し
な
が
ら
育
成
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
協
力
、
感
謝
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

情
操
を
豊
に
し
、
や
さ
し
い
思
い

や
り
の
心
を
体
得
さ
せ
人
権
思
想

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先

　阿
武
町
教
育
委
員
会

　☎
０
８
３
８
８
―
２
―
０
５
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
小
企
業
勤
労
者
の
共
済
制
度

　こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い

て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
向

上
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、

さ
ら
に
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・

中
・
高
校
入
学
祝
い
も
給
付
し
ま
す
。

▼
１
カ
月
の
掛
け
金
（
１
人
分
）

　４
５
０
円
〜
２
０
０
０
円

※

事
業
者
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済

　掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損

　金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入

　で
き
ま
す
。

▼
福
利
厚
生
事
業
（
助
成
は
１
人
年

１
回
）

○
全
国
宿
泊
施
設
利
用
料
助
成

　（
2
0
0
0
円
）

○
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
料

助
成（
1
0
0
0
円
〜
8
0
0
0

円
）

○
国
家
資
格
試
験
等
受
験
料
助
成

　（
2
0
0
0
円
〜
3
0
0
0
円
）

○
年
６
回
の
機
関
誌
発
行

▼
問
い
合
わ
せ
先 

阿
武
町
勤
労
福

　祉
共
済
会

　役
場
経
済
課

　☎
２―

３
１
１
４

お
知
ら
せ

第
31
回
萩
総
ま
つ
り

阿
武
町
「
人
権
」
を

考
え
る
集
い
推
進
大
会

　
　
　
　
　に
つ
い
て

（外）池本整形外科 玉江浦 ㉕7575
（内）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）すさクリニック 須　佐 ⑥3376
（歯）石川歯科医院 吉田町 ㉒1246

（外）め づ き 医 院 土　原 ㉒2248
（内）中　坪　医　院 今魚店町 ㉒5430
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）松　原　医　院 須　佐 ⑥5055
（歯）井上歯科医院 東田町 ㉕1687

（外）田 町 診 療 所 東田町 ㉔1234
（内）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（児）いわたにこどもクリニック 椿　東 ㉔2100
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 ②2838
（歯）大谷歯科医院 下五間町 ㉒0527

（外）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（内）わたぬきクリニック 東浜崎 ㉕2020
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（歯）沢村歯科医院 江　向 ㉒1223

（外）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（内）中嶋クリニック 今古萩町 ㉒2206
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（歯）おか歯科医院 土　原 ㉒8241

（外）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（内）市原内科皮膚科 塩屋町 ㉒0184
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027
（歯）高雄歯科医院 御許町 ㉒1548
※当番医の確認は役場または各支所へ

11月18日（日）

県内に住所又は勤務
先がある中小企業の
勤労者で契約発効日
の前日まで健康な方
（事業所加入される
場合は事業主も加入
できます）
１型～４型に加入し
ている本人、配偶者
及び子供

満15歳以上

満65歳未満
満15歳以上満50歳未満
（満55歳になるまで継
続加入できます。）
満65歳以上満71歳未満

０歳以上満65歳未満
子供は満25歳未満

450円
900円
1,500円

2,000円

450円

500円

240万円
480万円
720万円

1,000万円

100万円

200万円

１　型
２　型
３　型

４　型

高齢者型

ファミ
　リー型

型　種 対　象　者 加 入 年 齢 月掛金
（１人）

80万円
160万円
260万円

350万円

20万円

100万円

疾病等
死亡

交通事故死亡
の給付金額

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か

働
く
人
の
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

昨年の「地球のステージ２」の様子
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阿武町の人口と世帯数 （9月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,416（－ 3 ）

　691（－ 3 ）

　662（－ 3 ）

3,769（－ 9 ）

1,070（ 0 ）

　308（－ 1 ）

　324（－ 1 ）

1,702（－ 2 ）

転入　 4

転出　 3

出生　 0

死亡　10

9月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

88
（122）
4
（5）

12
（16）
1
（0）

0
（0）
0
（0）

1
（0）

11
（14）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

女
と
男
の
一
行
詩

パ
パ
包
丁

　マ
マ
は
金
槌

　腕
を
上
げ

ひ
と

ひ
と 月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

10／21～11／16

10
月

11
月

21

23

24

25

26

27

28

1

2
3
4

7

8

9

10

12
15
16

日

火

水

木

金

土

日

木

金
土
日

水

木

金

土

月
木
金

～阿武町の郷土料理～

こくしょう煮

わ
たし
の食改料理

宇田地
山本裕美子さん

［材料（１回分作りやすい分量）］

黒豆１カップ、大根２５０ｇ

人参５０ｇ、しょうゆ　大さじ１半　

水２カップ、塩　小さじ１半

［作り方］

①黒豆をよく洗い、鍋に水と調味料を合

わせて一晩つけておく。

②大根、人参は１cmぐらいのサイコロ切

りにする。

③①を火にかけ、黒豆がやわらかくなる

まで煮る。（圧力釜を使うと早くできる）

④大根、人参を③に入れて、味を含ませ

るようによく煮て器に盛る。

※こんにゃくなどを入れてもよい。

※味は好みで調節してください。

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の
求人情報

求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
１人
２人
１人

40歳以下
不問
不問

140,000～196,000円
150,000～250,000円

時給720円

介護支援専門員
マッサージ師
クリーンクルー

社会福祉法人 阿武福祉会
山口ケアーマッサージ
（株）三宅商事

10月分

軟式野球大会　8:00【町民グラウンド】
阿武町総合防災訓練　9:00【宇田郷地区】
保育園秋の遠足【町内】
福賀高齢者移動教室　6:30【柳井市】
阿武萩農山漁村女性フォーラム　10:00【萩市須佐弥富】
山口県知事と県集落営農法人連携協議会との懇談会
　　　　　　　　　（うもれ木の郷）12:30【伊豆集会所】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
手をつなぐ育成会親子社会見学　7:30【宇部市】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
北浦あぶ「粋な漁師の新鮮活魚市」　15:00【奈古漁港】
奈古地区町民運動会　8:30【阿武小中グラウンド】
鳴き砂復活隊　9:00【清ヶ浜】
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】
阿武町ソフトボール教室（小５・６．中１）　13:45【阿武小中グラウンド】
食改ふれあいキッチン献立検討会　9:00【役場２階大会議室】
宇田郷ふれあい祭り　10:00【ふれあいセンター駐車場ほか】
福賀大農業まつり　8:30【福賀小中グラウンド】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
奈古メンズキッチン11月講座　9:30【町民センター】
すくすく乳児相談　10:30【母子健康センター】
うたごうの保健室　9:30【ふれあいセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
ルーラルフェスタ（～11日）【福の里直売所】
阿武町「人権」を考える集い推進大会　13:20【文化ホール】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
奈古寿齢大学１１月講座　9:30【町民センター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:00【福賀小グラウンド】

10月10日現在



◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局

　役場総務課　企画広報係　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

９月の優秀作品

ごっそーごっそー
旬旬旬ののの

　秋の気配も日に日に深まってまいります。実りの
秋、食欲の秋、美味しいものが沢山出回ってきま
す。そうそう、ハロウィンもすぐですね。
　前回に引き続き、益々美味しくなってきた、どこ
の家庭にもありそうなかぼちゃを使った超簡単レシ
ピを「道の駅支配人のブログ」の「愛情レシピ」の
中からご紹介したいと思います。

【かぼちゃのキンピラ】
①かぼちゃを細切りにします。
②フライパンに油を熱し、①が
柔らかくなるまで炒め、唐辛
子を入れてさらに炒めます。
③砂糖、しょう油、酒、みりん
で味付けします。
④仕上げに、ゴマを振りかければ愛情たっぷり「か
ぼちゃのきんぴら」の完成です。
【かぼちゃと高野豆腐、エビ、オクラの炊き合せ】
①だし汁、砂糖、しょう油、酒、みりんを合わせ煮
立たせます。
②①に好みの大きさにカット
したかぼちゃ、高野豆腐、
エビ、オクラを入れ、炊き
合わせるだけの簡単料理で
す。ぜひお試しください。
（オクラがなければお好み
でアレンジしましょう。）

　「道の駅阿武町・支配人のブログ」には「阿武町
のホームページ」から左下の「道の駅阿武町」をク
リック、ホームページから「支配人のブログ」に入
れます。「facebook」もご覧ください。
◆問い合わせ先
　道の駅阿武町物産直売所
　☎０８３８８－２－２８２８

俳

　句

恋
唄
に
指
揮
者
は
い
ら
ぬ
虫
時
雨

楼
門
に
阿
吽
の
仁
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蜻
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）
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岡
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簡単レシピ

かぼちゃ料理

道の駅「阿武町」
支配人 田中良平さん

テ
ー
マ
「
９
月
」

タ
イ
ト
ル
「
初
秋
の
夕
暮
れ
」

兼
原
美
枝
（
美
浜
）

●
コ
メ
ン
ト

：

空
の
ペ
ン
キ
屋

さ
ん
は
、
夕
焼
け
模
様
が
上
手

で
す
。

テ
ー
マ
「
自
由
」

タ
イ
ト
ル
「
波
ゆ
ら
ら
」

小
野
和
彦
（
東
方
）

●
コ
メ
ン
ト

：

澄
み
切
っ
た
清

ヶ
浜
の
海
、
海
底
の
砂
と
と
も

に
ゆ
ら
ゆ
ら
動
く
波
模
様
に
魅

せ
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
「
９
月
」

　タ
イ
ト
ル
「
紅
一

点
」
和
田
孝
宣
（
東
方
）

●
コ
メ
ン
ト

：

お
彼
岸
の
墓
参
り
に
飯

谷
に
行
っ
た
時
、
お
墓
の
近
く
に
咲
い

て
い
ま
し
た
。
曼
珠
沙
華
の
イ
メ
ー
ジ

を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
赤
の
モ
ノ
ク
ロ

に
仕
上
げ
ま
し
た
。
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